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子どもの権利条約から見た日本の行政の子ども観
The Way of Thinking on Children by Local and 
 State Government from the Standpoint of 

























































































































































番号 項目 自治体数 %
１ 非常に重視している 193 46.7
２ わりと重視している 170 41.2
３ あまり重視していない 47 11.4































番号 項目 自治体数 %
１ 子どもの最善の利益を保障すること 318 70.4
２ 子どもを有害なものから保護すること 296 65.5
３ ありのままに受け入れられる身近な大人との人間関係を子どもに実現すること 141 31.2
４ 子どもの自己決定をできるだけ尊重すること 187 41.4
５ 子どもの社会参加、政治参加を実現すること 136 30.1
６ 子どもがルールや道徳を守れるようにすること 283 62.6
７ 弱い立場の子ども（障がいのある子、差別されている子、外国人など）を保護すること 282 62.4

























































































































































































































与 え て き た 」（the Convention has inspired a 
process of social change in all regions of the 
world, by reframing children’s basic needs as 
rights that must be protected and provided for 
rather than as optional, charitable acts.）と位置
付けている。なおカナダのユニセフは「Why We 














もに優しい都市づくり」（Building Child Friendly 













































h t t p : / / w w w . c i t y . k a w a s a k i . j p / 4 5 0 /
page/0000004891.html （2017年６月12日参照）
５．小金井市（2009）『子どもの権利に関する条例』





























12．UNICEF Building Child Friendly Cities – A 
Framework for Action 
https://www.unicef-irc.org/publications/416/ 
（2017年６月12日参照）
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